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会長：濃添　敬造PRESIDENT INFORMATION

 奉仕の理想 雨ふりお月

〈第1689回〉 2020年10月20日（火） 本年度第13回

担当：稲垣会員担当：山崎会員

イニシエーションスピーチ
【私見】withコロナ
ビジネスで変わること、変わらないこと

10月27日（火）

事務所：〒534-0026 大阪市都島区網嶋町9番１０号　太閤園内
電話：06-6357-8171 ファックス：06-6357-8011
例会日：毎週火曜日　12時30分／例会場：太閤園
会長：濃添敬造／幹事：吉羽潤司／SAA：中村浩一
電子メール；rcosatrm@cf.mbn.or.jp
ホームページ：http://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ「Regrowth(再び成長する）の機会を！」

経済と地域社会の発展月間／米山月間

今回は最近話題になることが多い言葉「HSP」に
ついて、考えてみたいと思います。
HSPとは、１９９６年にアメリカのエレインアー
ロン博士が提案した心理学上の概念　Highly 
Sensitive Personの略語です。
 最近では繊細さんの本などがベストセラーになり、
急激にポピュラーになりつつある言葉です。HSP は、
よくも悪くも、感受性や共感力の強すぎる人ですが、
これは生まれつき　脳がそういう傾向をもった人、
気質で、５人に１人はいるといわれています。HSP
の人とHSPではない人々では、今までそういった概
念そのものがなかったために、なんでそんなこと気
にするんだろう？、なんでそこに気がつかないんだろ
う？など、人間関係のあつれきの原因になってきまし

会長インフォメーション会長インフォメーション

ＨＳＰという個性と共存する社会

た。しかし概念が確立されることで、男女が違うよ
うに、背の高さが違うように、個性・気質の違いと
して認識され、HSPの人にも、HSP以外の人にも、
暮らしやすくなることが期待されています。HSPの
人は、人といると気をつかいすぎて疲れる、不機
嫌な人のプレッシャーに耐えられないなど、精神
のもろさという欠点をかかえていますが、逆に直観
力にすぐれ、クリエイテイブな仕事に大いにすぐ
れている長所を持っています。まさにテレワーク推
進の世の中で真っ先に実力を発揮しそうな人々で
すね。個性を認識して概念を理解することで、人
ははじめて個性を尊重することができます。
さまざまな個性が花開く、よりよい社会をつくっ
ていきたいですね。 



西 野 会 員 長期欠席、おわび

秀 島 会 員 在籍20年のお祝いありがとうござい
ました。自祝！

田中(信)会員 本日卓話です。
宜しくお願い致します。

山本(良)会員 先週、欠席のおわび

12月12日(土) 地区大会
オンライン参加が可能です。

来年3月6日(土) ロータリーデー
出席者；濃添会長、吉羽、水口会員

￥18，０００.-　　　　累計　￥122，0００.-
    

ロータリーの友１０月号の紹介

10月10日（土）に、第2660地区「公共イメージ向
上並びにクラブビジョン策定セミナー」にオンライン
で参加いたしました。

2020－21決議審議会決議案説明、2022年規定
審議会制定案案内、クラブの広報活動活性化、オン
ライン例会の紹介、クラブビジョン・戦略計画につい
て等々、多岐にわたる内容でした。

当クラブといたしましては、10月18日（日）に行わ
れる「サツマイモスクール収穫体験」は絶好の広報
機会だと考えます。
まず地区のホームページ「友愛の広場」に投稿し
たいと考えております。
よろしくお願いいたします。

縦組み

■オンライン参加される方へのお願い
　できるだけ音声のテスト等が開始前にできればと
思いますので、ご協力頂けましたら幸いです。
　また、オンライン参加する旨を前日までにご連絡く
ださい。
■卓話などお話される方へのお願い
　資料を配布される場合は、オンライン参加の方も
共有できるように、事前に事務局までデータを頂け
ますようお願いいたします。

今後の予定

コロナ禍において例会を再開してから、オンライン
参加して頂けるように、準備・運営しております。
　オンライン参加された方は、ご感想やご意見を
遠慮なくお伝えください。
より良い運営方法ができるように改善していけれ
ばと思います。

幹事報告 幹事：吉羽 潤司

広報・IT・会報・雑誌委員会報告 委員長：山崎 修一

清水 正憲
委員

ＲＩ会長メッセージ  先月に引き続き、
若いロータリアンの紹介をして、「新
クラブ創立の鍵はロータリー学友に
働き掛けること」としています。

◦P3
横組み

日本のロータリー１００周年◦P５
そして、１０月は、「米山月間」です。
日本のロータリーを始めた一人であ
る米山梅吉が構想した「米山記念奨
学会」について理解を深めて下さい。

◦P13

ｐ２０以下の「ロータリー　アットワーク」で、
コロナ禍の中でも活躍する各地のロータリーク
ラブに是非ご注目下さい。

10月6日【1687回】

会員数　 　 　 　 31名
（内出席規定免除 11名）
出席会員   20名中  14名
（内オンライン参加  1 名）
出席免除会員  11名中  7名
（内オンライン参加 0 名）
出 席 率 21/27  77.78%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 21名

前々回  24/27  Ｍ/Ｕ 1名

修正出席率 88.89%

クラブフォーラム（青少年奉仕部門）　水口会員



卓 話

1984~89 瀧川、下垣・梶、堤之、早川
(歴代委員長以下同じ) 
・会員に青少年問題について関心
  を高めてもらう 
・ローターアクト、インターアクトに
  関心をもつ
・地域の青少年問題の情報収集

1994~99 西野、中嶋、西野、田澤、須田 
・青少年のロータリー活動の理解
を深めて道徳的水準を高めてもらう 
・地区の青少年活動に参加

1999~2004 佐藤、中村(浩)、浮舟、清水、武市
・鶴見 R,C 独自の青少年活動の考
  察、健全な育成
・国際交流委員会との共催
・ローターアクト、インターアクトの
  研究
・地区の青少年活動に参加協力

2004~09 中村(善)、石川、谷、井上(綾)、田中(英)
・地域青少年の健全な育成と国際
  交流
・06~07年度よりローターアクト、
 インターアクトの研究中止
・地区青少年活動に協力
・地区の青少年活動に参加協力

2009~14 田中(信)、谷、武市、井上(修)、山崎
・未来を担う心身共に健全な青少
  年を育む場を提供する
・未来の人材への価値ある投資
・10~14 年度より青少年委員会→
  新世代奉仕委員会となる 
・地区青少年奉仕委員会活動への
  協力

2014~19 笹野、笹野、山本(隆)、濃添、清水
・14~15 年度から新世代奉仕委員
  会→青少年奉仕委員会となる
・創立 30 周年への提案「若者によ
  るバズセッション」「国際交流の集
  い」 
・清掃奉仕中止による代替案の検
  討、ボーイ、ガールスカウト、ロー
  タリ―学友との連携の在り方
・地区青少年活動への協力

2019~20 水間
・国際交流の集い開催
・ボーイ、ガールスカウトとの交流
  活動の検討

1989~94 竹内、小田、賀屋、穐山、宇野
・地域内の青少年の健全育成と非
  行防止の検討
・ローターアクト、インターアクトに
  ついて研究する
・地区の青少年活動に協力する

担当：中森会員

簡地区ガバナー
のスローガンは
「BACK ,To the 
FUTURE」です。「基
本に戻って新しい
未来へ」の意味で
あります。
当年度地区方針

の第3番に「青少年の活動を支援」とあり、未来
を担う若い世代を支援し、リーダーを育てることは
ロータリアンの使命であると言っています。 濃添会
長のスローガンは「Regrowth(再び成長する)の機
会を!」とされています。我鶴見ロータリークラブも
創立以来青少年奉仕には熱心に取組んでまいりま
し た。近年少し成長が緩んできているように感じら
れますので、再び成長する為に 基本に戻って歴史
を振返ってみたいと思います。

今年度の青少年奉仕委員会の活動は新型コロナ
ウィルスの流行により、大きく変更され地区の活動
も中止が続いています。しかし、鶴見ロータリーク
ラブには水口副委員長という素晴らしい会員が委員
長の代行として活躍してくれています。後ほどのク
ラブフォーラムも担当してもらいますので御期待下
さい。

レジメ 
1.青少年委員会の活動方針のまとめ(5 ヶ年毎) 
2.青少年委員会の活動記録のまとめ(5 ヶ年毎) 
3.地区活動への協力記録(コピー) 
4.青少年交換学生リスト(コピー)

青少年奉仕委員会よりの提案
担当：田中（信）会員

歴代青少年委員会 ―新世代奉仕委員会―
青少年奉仕委員会の活動方針まとめ




